
第
三
十
三
回
熊
本
春
節
祝
賀

会
が
二
月
十
七
日
（
火
）
午
後

六
時
半
か
ら
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
開
か
れ
、
招
待
さ
れ
た

中
国
人
留
学
生
・
研
修
生
と
日

中
協
会
員
や
関
係
者
と
で
中
国

の
お
正
月
で
あ
る
「
春
節
」
を

賑
や
か
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

田
川
憲
生
副
会
長
の
開
会
の

辞
に
始
ま
り
、
米
満
弘
之
会
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
蒲
島
郁

夫
熊
本
県
知
事
・
李
天
然
中
華

人
民
共
和
国
駐
福
岡
総
領
事
の

祝
辞
が
あ
り
、
中
山
峰
男
崇
城

大
学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝

宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
恒
例
の
手
作

り
餃
子
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
茶
道

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
た
ち
は
自
由
に
体
験
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
と

し
て
、
竹
峰
流
宗
家
二
代
目
の

福
島
竹
峰
さ
ん
と
裕
晶
会
会
主

の
宮
本
裕
晶
さ
ん
の
ご
出
演
で

唄
と
三
味
線
に
よ
る
日
本
民
謡

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
な
民
謡
に
加
え
て
、

「
お
て
も
や
ん
」
や
「
牛
深
ハ

イ
ヤ
節
」
な
ど
の
熊
本
の
唄
も

あ
り
、
そ
の
豊
か
な
声
量
に
は

留
学
生
た
ち
も
び
っ
く
り
。

ま
た
、
大
牟
田
フ
ル
ス
の
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
中
国
雲
南
省

の
民
俗
楽
器
フ
ル
ス
（
ひ
ょ
う

た
ん
笛
）
の
演
奏
も
あ
り
、
素

朴
な
美
し
い
音
色
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
は
留
学
生
に
人
気
の
空

ク
ジ
な
し
の
抽
選
会
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
留
学
生

代
表
の
謝
辞
、
小
野
友
道
常
任

理
事
の
閉
会
の
辞
で
楽
し
い
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。
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会
員
ら
と
熱
心
に
話
し
込

む
留
学
生
。
会
場
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

主催者挨拶をする
米満弘之会長

祝辞を述べる
蒲島郁夫知事

お祝いにかけつけた
李天然中華人民共和
国駐福岡総領事

乾
杯
の
音
頭
を
と
る

中

山

峰

男

常
任

理

事

（
崇
城
大
学
学
長
）

留学生代表の謝辞を
述べた孫敬軒さん

開
会
の
辞
を
述
べ
る
田
川

憲
生
副
会
長
（
熊
本
県
商

工
会
議
所
連
合
会
会
長
）

閉会の辞を述べる
小野友道常任理事
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みんなのよい食プロジェクトとは、心と体を支える食の大切さ、国産･地元産

農畜産物の豊かさ、それを生み出す農業の価値を伝え、国産･地元産農畜産物と

日本の農業のファンになっていただこうという運動です。

ＪＡグループ熊本は、みんなのよい食プロジェクトを推進します。

ＪＡグループ熊本

春聯を飾り付けたステージで日本民謡をご披露
いただいた福島竹峰さん（左）と宮本裕晶さん

大牟田フルスの会の皆さんが美しい
ハーモニーを奏でてくださいました

餃子実演コーナー。
皮づくりから包んで茹でるまで
を見ることが出来ます。
もちろん、食べることも！

艶やかな着物姿で参加してくださった皆さんがステージにズラリ。
祝賀会に華を添えてくださいました

抽選会で一等賞に当選して
インタビューを受ける熊大
留学生の韓一戈さん

茶道体験コーナー。
留学生たちもチャレンジして
いました



春
節
祝
賀
会
は
内
容
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
準
備
の
方
も
い
ろ

い
ろ
と
大
忙
し
で
す
。

中
国
の
春
節
に
は
欠
か
せ
な

い
「
春
聯
」
の
文
字
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
必
由
館
高
校
書

道
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
に
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
や
関
係
者
か
ら

募
っ
た
様
々
な
品
物
を
紙
袋
に

振
り
分
け
て
、
招
待
留
学
生
百

人
全
員
分
の
お
土
産
を
準
備
。

手
作
り
餃
子
は
前
日
か
ら
準
備

を
始
め
、
朝
か
ら
皮
を
伸
ば
し

て
一
つ
一
つ
包
ん
で
い
き
、
二

千
数
百
個
も
作
り
ま
す
。

参
加
し
た
留
学
生
が
喜
ん
で

く
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
毎

年
、
皆
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
近
代
経
営
研
究
所
、

熊
本
華
僑
華
人
総
会
、
医
療
法

人
社
団
寿
量
会
、
創
価
学
会
、

崇
城
大
学
、
日
中
友
好
熊
本
県

議
会
議
員
連
盟
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー

マ
ダ
イ
ワ
、
阿
蘇
製
薬
株
式
会

社
、
伊
東
隆
利
、
野
田
た
け
し

事
務
所
、
ア
イ-

ウ
ッ
ド
株
式

会
社
、
青
柳
英
幸
、
有
限
会
社

阿
蘇
の
司
、
社
会
医
療
法
人
稲

穂
会
、
柏
木
明
、
河
津
政
雄
、

北
里
敏
明
、
株
式
会
社
熊
本
県

民
テ
レ
ビ
、
熊
本
朝
日
放
送
株

式
会
社
、
一
般
財
団
法
人
熊
本

県
青
年
会
館
、
國
米
聰
太
郎
、

株
式
会
社
コ
ス
ギ
不
動
産
、
小

山
和
作
、
佐
藤
征
紀
、
株
式
会

社
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
、
社
会
福

祉
法
人
慈
永
会
、
株
式
会
社
秀

拓
、
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
、
髙

野
瑞
代
、
髙
野
正
博
、
鎮
西
学

園
、
長
尾
和
治
、
林
康
治
、
巫

祥
榮
、
深
川
敬
一
、
松
崎
幸
子
、

松
野
憲
三
、
吉
田
栄
太
、
株
式

会
社
啓
文
社
、
東
海
大
学
九
州

キ
ャ
ン
パ
ス
、
武
藤
宏
一
郎
、

松
本
崇
希

荒
尾
市
、
岩
田
尚
子
、
大
代
純

市
、
熊
本
酸
素
株
式
会
社
、
熊

本
県
、
熊
本
大
学
、
株
式
会
社

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
、
熊

本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対
策
協

議
会
、
熊
本
工
業
専
門
学
校
、

株
式
会
社
熊
本
放
送
、
小
杉
直
、

小
串
照
彦
、
國
米
聰
太
郎
、
佐

藤
征
紀
、
重
光
産
業
株
式
会
社
、

徐
秋
美
、
医
療
法
人
社
団
寿
量

会
、
株
式
会
社
セ
ル
モ
、
崇
城

大
学
、
創
価
学
会
、
株
式
会
社

暖
、
中
垣
秀
夫
、
西
田
田
鶴
子
、

野
田
た
け
し
事
務
所
、
平
山
昌

志
、
三
浦
一
水
、
苓
北
町

熊
本
製
粉
株
式
会
社
、
熊
本
大

同
青
果
株
式
会
社

株
式
会
社
お
菓
子
の
香
梅

（
敬
称
略
）
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日本の未来のために

ＪＡグループ熊本は、農業・農村を守り

安 全 ・ 安 心 な 農 畜 産 物 を 提 供 し ま す 。

ＪＡグループ熊本

ぎ
っ
く
り
腰
に
ご
用
心
。
留
学

生
一
〇
〇
人
分
の
お
土
産
の
袋

詰
め
作
業
も
大
変
で
す

留
学
生
に
も
餃
子

作
り
を
手
伝
っ
て

も
ら
い
ま
し
た

中
国
東
北
地
方
出
身

の
方
は
餃
子
作
り
が

得
意
で
す
。
熟
練
の

技
で
手
際
よ
く
包
ん

で
い
き
ま
す

春聯の立派な文字を書いてくださった必由館高校の皆さん



熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
の
中
国
帰
国
者
（
日

本
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留

邦
人
）
や
そ
の
家
族
を
対
象
と

し
た
「
い
き
い
き
介
護
講
座
」

が
三
月
三
十
日
、
熊
本
市
国
際

交
流
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

身
近
な
問
題
で
あ
る
「
介
護
」

に
つ
い
て
知
識
を
広
め
て
も
ら

お
う
と
、
自
身
も
帰
国
者
二
世

で
、
看
護
士
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
を
持
つ
松
永
美
智
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、
中
国
語
に
よ

る
介
護
保
険
制
度
説
明
会
を
実

施
、
制
度
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

具
体
的
な
利
用
方
法
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
の
後
は
、
熊
本
市
社

会
教
育
振
興
事
業
団
か
ら
派
遣

さ
れ
た
健
康
運
動
指
導
士
の
桑

村
広
子
氏
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
士
の
﨑
村
公
貴
氏
に
よ
る
、

介
護
予
防
運
動
指
導
。

ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
、
生

活
の
中
で
不
安
に
思
う
動
作
を

改
善
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
を

実
際
に
行
っ
て
み
な
が
ら
の
講

習
会
で
、
参
加
者
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
運
動
し
て
い
ま
し
た
。

熊
本
在
住
の
中
国
人
留
学
生

が
新
年
を
祝
う
催
し
が
二
月
十

日
夕
、
熊
大
の
く
す
の
き
会
館

に
約
百
人
の
学
生
や
関
係
者
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
二
回
目
。
主
催
者
を

代
表
し
て
孫
敬
軒
さ
ん
（
二
一
）

＝
熊
大
教
育
学
部
三
年
・
九
州

地
区
中
国
学
友
会
熊
本
地
区
分

会
長
＝
が
挨
拶
。
招
か
れ
た
中

国
駐
福
岡
総
領
事
館
の
丁
剣
・

領
事
が
「
周
り
の
人
、
特
に
地

元
の
人
と
仲
良
く
し
、
中
日
友

好
の
架
け
橋
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
ま
た
県
日
中
協

会
の
米
満
弘
之
会
長
、
県
日
中

友
好
協
会
の
重
岡
和
信
会
長
も

新
年
の
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
、
祝
宴
に
移
り
、

学
生
た
ち
は
用
意
さ
れ
た
中
華

料
理
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
。
会

場
で
は
学
生
に
よ
る
、
ピ
ア
ノ

演
奏
や
歌
の
披
露
な
ど
が
あ
り
、

和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
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今
年
の
在
熊
中
国
人
留
学

生
の
新
年
会
席
上
、
駐
福
岡

総
領
事
館
の
丁
剣
・
領
事
は

挨
拶
で
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使

を
引
用
し
て
「
中
国
と
日
本

は
古
い
歴
史
関
係
に
あ
る
」

と
、
友
好
関
係
の
深
さ
を
学

生
た
ち
に
。
こ
れ
か
ら
は
、

近
所
づ
き
あ
い
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
進
め
る
「
草
の

根
」
的
な
友
好
推
進
の
中
心

に
な
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

「
町
内
会
を
大
事
に
し
な
さ

い
」
と
い
っ
た
、
珍
し
く
分

か
り
や
す
さ
に
、
学
生
た
ち

は
う
な
ず
い
た
様
子
。

日
中
関
係
が
思
わ
し
く
な

い
昨
今
、
丁
領
事
の
言
葉
は

関
係
改
善
に
向
け
た
期
待
と

希
望
溢
れ
る
、
重
い
も
の
で

し
た
。
新
年
の
祝
賀
に
相
応

し
い
こ
の
言
葉
が
、
こ
れ
か

ら
羽
ば
た
く
留
学
生
た
ち
の

日
中
友
好
に
大
い
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
も

の
で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

御
馳
走
が
並
ん
だ
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
乾
杯
す
る
留
学
生
ら

中
国
語
で
説
明
を
す
る
帰
国

者
二
世
の
松
永
美
智
子
氏(

右)

と
補
助
講
師
の
野
崎
瞳
氏

中
国
語
で
作
成
さ
れ
た
資
料

を
見
な
が
ら
、
熱
心
に
説
明

を
聞
く
参
加
者
た
ち

アイテテッ！ときおり笑い声も
交えながら楽しく運動しました

熊
本
県
日
中
協
会
は
中
国
残
留

孤
児
等
対
策
協
議
会
の
業
務
委

託
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て
中
国
帰
国
者
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

介
護
を
受
け
ず
に
済
む

健
康
な
体
を
作
ろ
う
、

と
皆
さ
ん
真
剣
で
す


